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1.問題の所在及び研究の目的・方法

環境問題が顕現化して以降，数々の国際会議を重ねていく中で，環境教育に関

する内容や方法について 禄々な議論がなされてきた。

1990年代以降の環境教育研究では 環境倫理と環境保護や改善への参加技能の

獲得を中心とした「環境のための教育jへの注目が集まっている。とりわけ，環

境倫理の教育への導入に関して言えば北米を中心とした環境教育研究者たちは，

生態学的概念の利用の重要性を論じている D その代表的論者であるオール (Orr，

D.W)は，生態学的な概念を利用し，環境倫理を基盤とした環境教育の新;たな目

標として， f.Jニコロジカル・ 1)テラシ-Jを提唱した。エコロジカル・ 1)テラシー

とは，生態学の中心的概念である「相互関連jを重視し，様々な物事ーの相互関連

について，常に予想し続けることを指す。オーlレの提唱以後，エコロジカル・リ

テラシーの定義は，実践研究とともに様々な環境教育研究者によって論じられた。

そして，エコロジカル・リテラシーは，環境倫理を基盤とした生態学的な考え方

を読み書きと同じように 様々な教科目で学ぶことを示唆しているのである。

先行研究では，オールの示すエコロジカル・ 1)テラシー論に対して，道徳教育

的意義や文化学習的意義が評価される一方で オールのエコロジカル・リテラシ

ー論が竣昧であるとの批判ヤデイープ・エコロジーなどの高次の環境倫理思想と

して取り違えて解釈されているものもある。また エコロジカル・リテラシーを

取り入れた環境教育実践は，環境倫理などの価値に関する理論を含むことから，

教育行政機関では扱われにくい領向にあった。事実 エコロジカル・ 1)テラシー

育成を目指した実践を行っている主体は，大学や民間組織などが多い。一方，教

育行政機関によって行われている環境教育は，環境リテラシーを目標とする場合

が多いのである口つまり，環境倫理を基盤とした環境教育の概念の導入は，理論
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的にその重要性が論じられていても，実際に教育行政機関で行われる環境教育に

は，ほとんど反映されていない状況にある D

しかし，カナダでは， 2002年に策定された環境教育の国家フレームワークの中

に，エコロジカル.1)テラシーを導入するという新たな動きが見られた。さらに，

オンタリオ州のトロント市を中心とする地域では， トロント教育委員会が主体と

なって開発した，エコロジカル・ J)テラシーの育成をB指した環境教育プログラ

ム(正式名称「オンタリオ・エコスクールプログラムJ)が展開されているO この

ような，教育行政機関が主体となるエコロジカル・リテラシー育成プログラムは，

管見の限り他には確認できない。しかし，教育行政機関が主体となったオンタリ

オ州のエコロジカル・リテラシーの育成を目標とした環境教育プログラムは，少

なくとも 5年以上継続しているのである。

つまり，カナダ・オンタリオナ1'1の環境教育では，教育行政機関による環境倫理

の概念を導入した環境教育実践が行なわれていると捉えられる。

そこで，本研究では，エコロジカル・リテラシーの育成について，カナダ・オ

ンタリオナ1'1の環境教育の成果により，その方略を明らかにすることを目的とする O

研究の自的を達成するため，研究方法として以下の手続きをとるO

まず，エコロジカル・リテラシーの代表的論者であるオールとカブラ (Capra，

F.)のエコロジカル・リテラシ一理論の検討から，エコロジカル・リテラシーの

定義と構成要素を明らかにし，エコロジカル・リテラシーの理論的構造を提示す

る(第一章)。そして，導出した構造を，カナダ連邦の環境教育国家フレームワー

クの指針とオンタリオ州における環境教育の指針に却して検討する(第二章)。次

に，実際に開発され，実践された教材・プログラム(オンタリオ・エコスクール

プログラム)を事例に，エコロジカル・リテラシー育成の内容・方法を明らかに

する(第三章第一節第二節)。最終的に，エコロジカル・リテラシー育成の実践か

らi明らかにした内容・方法より，エコロジカル・リテラシー育成の環境教育プロ

グラムの構成要素を析出し，エコロジカル・リテラシー育成の方略とみなす。そ

して，その方略の意義を考察する(第三章第三節)。

2.論文の構成

序章本研究の目的と方法

第一節 開題の所在と研究呂的
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第二節先行研究の検討

第三節研究方法と論文の構成

第一章 エコロジカル・ 1)テラシーの理論

第一節 エコロジカ Jレ・ 1)テラシーの定義

第二節 エコロジカル・リテラシーと環境リテラシーの関係

第三節 エコロジカ Jレ・ 1)テラシーの構造

第二章 カナダ・オンタリ:オナトjにおけるエコロジカル・リテラシーの位鐙づけ

第一節 エコロジカル・リテラシー導入ーカナダ連邦とオンタリオナHの展開一

第二節 生命中心のグローパル教育におけるエコロジカル・ 1)テラシーの意義

第三章 カナダ・オンタリオナ1'1におけるエコロジカル・リテラシー育成論

第一節 エコスクー jレプログラムにおけるエコロジカル・リテラシー

第二節 エコロジカ jレ・ 1)テラシーの育成の内容編成

第三節 エコロジカル・ 1)テラシー育成の方略

終章結語

3.論文の概要

エコロジカル・リテラシーは，環境倫理思想のもと，提起された環境教育の新

たな指針であっt:..o そして，エコロジカ jレ・リテラシー論は，生態、学的概念の理

解を通した，自然環境を含んだ地域社会における，個人の行動による環境問題の

解決を図ることを目指した理論である。とりわけ，オールは，環境倫理思想を

視した理論的検討を重視し，カブラは，生態学的基盤を明確にし，物事のつなが

りを強調した。エコロジカル・ 1)テラシーの代表的論者である 2人の理論の検討-

から， I様々な物事の相互関連とその相互関連の結果を，予想し続けることjとい

うエコロジカル・リテラシーの定義と 様々な物事とのつながりを体系的に捉え

るシステム思考と地域に対する愛着をもつことを目的とした場所の感覚の 2点の

構成要素が見出された。

カナダ国内におけるエコロジカル・リテラシーへの注目は， 1990年代後半に始

まる o それは， 1998年のカナダに関係する環境教育者を中心として行われた協議

会と， 2002年の「環境と持続可能性のための学習のフレームワークJの策定とい

う形で表現されている O フレームワーク中では，国民に必要な能力として，エコ

ロジカル・リテラシーという用語が採用された。さらに，オンタリオナ1'1の環境教
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育関係者が所属するオンタリオ什i環境教育自体 (EEON)の指針は，オンタリオ

ナトiがエコロジカル・リテラシーの育成を国家のフレームワークよりも重要視して

いることを明確にしていた。オンタリオナHがエコロジカル・ 1)テラシーを重視す

る一国として， 1993年から1996年に南オンタリオ地方で行われた OntarioGreen 

School Project (rOGSPJと略記)があげられる o OGSPは，居家フレームワー

ク策定以前に，グローパル教育研究者のセルピー (Selby，D.)によって行われた

実践で，生態学的概念を基盤としたコミュニティとの連携による参加型民主主義

を強調する環境教育の実践理論を提供した。

OGSPを受けてカナダで始めて教育行政機関によって行われたエコロジカル・

リテラシー脊ー成プログラム(，エコスクールプログラムjとi暗記)は， 1990年代

のカナダおよびオンタリオ州の新たな環境教育の展開があって開発されたのであ

る口エコスクールプログラムは，エコロジカル・ 1)テラシーの育成を目標とし，

詳細なガイドラインのもと実践が行われている口ヱコスクールプログラムの特徴

は，学校と地域社会の連携，エコチームによる環境に配慮した学校づくり，環境

に配慮した社会を作るための社会変革的な教科教育，そしてその 3点を踏まえた

プログラム開発という形で見出すことができた。

初等教育の場合は，社会変革のための行動とされる，環境マネジメント，消費

者および経済活動，説得，政治的活動，法的活動のうち，環境マネジメントと消

費者行動に関わる内容が強調されていたO低学年では，リサイクルや 1)ユース，

堆肥化など，環境マネジメントを中心に，環境マネジメントと生態系との関連し

た学習が展開された。そして，高学年になるにつれ，環境マネジメントに加え，

消費者行動が導入されていた。特にこのプログラムでは，ただ行動についての内

容を示すだけではなく，背景となる大量消費社会への批判を強調しているところ

に特徴がある O この大量消費社会への批判から行動へという流れは，まさしく環

境倫理思想からの考えを基盤としているエコロジカル・ 1)テラシーの特徴といえ

るO

エコロジカル・ 1)テラシーの理論的検討をふまえた，カナダ・オンタリオ州の

エコスクールプログラムの分析より，エコロジカル・ 1)テラシー育成の方略とし

て，次の4点が析出された。第一に，学習協同体としての学校を組織化すること

である O つまり，エコロジカル・リテラシーは，生徒である子どもだけが身につ

けるべき能力ではなく すべての人が身につけるべき能力である O 学校が地域社
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会とともに，学習を行うための拠点となり，そのための組織づくりが重要となるD

第二に，学際的なテーマのもとでカリキュラム開発を行うことである。エコロジ

カル・ 1)テラシーは，各教科・領域に導入されるべき内容である口つまり，エコ

ロジカル・ 1)テラシー育成のためには，学際的テーマをもったカリキュラム開発

が不可欠となる D 第三に，人間環境と自然環境の再生のための実践(行動)スキ

ルの獲得をめざしたプロジェクト型学習と教科教育とを連携させることである。

エコロジカル・リテラシーは，自分住む地域の学習と地域の問題の解決を重要と

する O したがって，地域社会への参加を促すプロジェクト型学習と，その行動の

意味を学習する教科教育との連携は，より実践スキルを獲得させることとなるO

第四に，環境問題の背景となる社会への批判的学習を取り入れることである O エ

コロジカル・リテラシーは，環境倫理を基盤とするため，現代社会への批判的な

視点を持ち合わせている O したがって，地域での実践のために，エコロジカル・

リテラシー育成の方略では，社会に対する批判的視点を教育内容に，導入する O

そして，ここで析出されたエコロジカル・リテラシー育成の方略は，学校教育改

革としての意義をなし，自然環境を含めた地域社会と I~ わった学校教育が展開さ

れることとなるのである D

4.今後の研究課題

次の3点を今後の研究課題として示す。

第一に，エコロジカル・リテラシー育成の方略の思想的基盤を明確にするため，

エコロジカ jレ・リテラシーに関係する環境倫理思想の系譜を，体系的に明らかに

する D 第二に，エコロジカル・ 1}テラシー育成の方略をより充実させるために，

フィールドワークによる事例分析を行う O 第三に，エコロジカ jレ・リテラシー育

成の方略から，効果的なエコロジカル・ 1)テラシー育成モデjレを構築するために，

エコロジカル・ 1)テラシーの理論的枠組みや エコロジカル・リテラシー育成の

方略を絶えず改善することである D
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